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問題一、次の文の＿＿＿＿にはどんな言葉を入れたらよいか。１・２・３・４から最も適当なものを一つ選びなさい。　（1×20=20）
（１）田中さんは学生の身＿＿＿、いくつもの会社を経営している。

　　１にひきかえて              ２でありながら

３ではあるまいし            ４にしたところで

（２）急なこと＿＿＿たいした準備もできず、申しわけないことをしてしまった。

　　１なりに　　  ２ゆえに　　  ３からに　   　４ほどに

（３）彼は４０歳に＿＿＿ようやく自分の生きるべき道を見つけた。

　　１より　      ２あり　　    ３して　　     ４とり

（４）この吹雪では遭難＿＿＿ので、引き返すことにしましょう。

　　１しかねる　　２しえない　　３しかねない　 ４しはしない

（５）相手を十分納得させるに＿＿＿データを示す必要がある。

　　１たる　　    ２だけ　　    ３なる　　     ４あう

（６）新製品の宣伝について、わたし＿＿＿考えた案を説明した。

　　１までに　　  ２なりに　　  ３しだいに  　　４どおりに

（７）みなさん、わざわざお出迎え＿＿＿、ありがとうございます。

　　１られて　  　２されて　　  ３いたされ　  　４くださり

（８）新しい家を買うため見に行ったが、夜の＿＿＿日当たりのことはわからなかった。

　　１こととて　　２ことさえ　　３ことには　　  ４ことでは

（９）プロの選手＿＿＿さすがに実力が違うようだ。

　　１ともすると　２ともなると　３となれども　　４とあれども

（10）こんなにみごとな絵が、芸術＿＿＿。

　　１とはいえないだろう　　　　２であってなんだろう

　　３でなくてなんだろう　　　　４といったらないだろう

（11）世間で言われている＿＿＿、意外にやさしい入学試験でしたよ。

　　１までもなく　２はずもなく　３わけでもなく　４ほどでもなく

（12）今日の午後はちょっと早めに＿＿＿いただきたいのですが。

　　１帰られて　　２帰らせて　　３帰されて　 　４帰らされて

（13）隣のご主人は、奥さんが亡くなってから＿＿＿ほとんど外出しなくなった。

　　１とあらば　　２ともなると　３というほど　 ４というもの

（14）兄は締め切りに間に合わせる＿＿＿、昼も夜も論文に取り組んでいる。

　　１から　　    ２べく　　    ３ので　　     ４ゆえ

（15）あの老人は小説を書く＿＿＿絵も描いている。

　　１がわで　　  ２ままに　　  ３ところを　　 ４かたわら
新車の発売に＿＿＿展示会が開かれた。

　　１しては　　  ２すれば　　  ３さきだち　    ４ひきかえ

雪がとけて、野の花もさきはじめ、日ざしも春＿＿＿きた。

　　１らしく　　  ２ぎみに　  　３っぽく　　    ４めいて

娘は家へ帰る＿＿＿おなかがへったと言って、冷蔵庫をのぞきこんだ。

　　１やいなや　　２ときたら　　３にいたって　　４とばかりに

いくら少人数＿＿＿パーティーをするにはこの部屋は狭すぎる。

　　１にしても　　２にとって　　３となれば　  　４となると

国の情勢いかん＿＿＿訪問を中止することもある。

　　１ときたら　　２をしらず　　３ともなると　　４によっては

問題二、次の言葉を用いて短文を作りなさい。　　　　　（2×5=10）
（１）間が抜ける
（２）高が知れている
（３）～だけのことだ
（４）～とはいえ
（５）～ずにはいられない
問題三、括弧の中の言葉を使って次の中国語を日本語に訳しなさい。

（2×5=10）

（１）上海的自行车数量年年在增加，没有任何的减少。（～こそすれ）
（２）沉溺于赌博的弟弟终于把父母留下来的财产挥霍得一干二净。　（～に熱をあげる）
（３）无论别人怎么瞧不起他，他都不生气，只是一心一意地工作。（～（動詞）でもなく）
（４）自己看一遍胜过听千遍。所谓“百闻不如一见”嘛。
（～にしかず）
（５）我无论做什么都很笨拙，至于体育那就更不如学习了。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（～に至っては）
問題四、次の（１）～（６）の文章を読んで、それぞれの質問に答えなさい。（60点）

（１）（８点）

けだし、一般に他人に固定観念のレッテルを張り、その人の性格や行動を決まり文句で決めつけると、我々の頭の中は明快になり、心が楽になるのは事実である。現実が複雑であったり、世界がとらえどころがないと、我々は不安になる。a       、物事を精密に考えることの苦手な人たちは、b       現象の一面だけを見ることで思考を中断しようとする。蛇は地中に潜るものだし、鳥は空を飛ぶものだ。そう思い込んでいれば、我々は蛇や鳥のそれ以外の微妙な現実について、忘れて暮らすことができる。同じように、我々は、地球上にともに生きる他の国民や民族について、常にこまやかな理解を示すほど暇でもなければ、c     強い精神力を持っているわけでもない。d       、エスニック・ジョークから高級な文化論に至るまで、わかりやすい一面的な説明を聞くと、それに飛びつくことになるのだろう。(［文化論の落とし穴］より)

１．a  b  c  dのところに適当な語を書き入れなさい。（１×４＝４点）
2. 文中のそれはここで何を指すか。（２点）
３．「地球上にともに生きる他の国民や民族について、常に細かな理解を示す」には、どうして「強い精神力」が必要なのか。（２点）

（２）（４点）

西洋の空気は乾いていて、人々が噴き上げる水を求めたということもあるだろう。ローマ以来の水道の技術が、噴水を発達させるのに有利であったということも考えられる。だが、人工的な滝を作った日本人が、噴水を作らなかった理由は、そういう外面的な事情ばかりではなかったように思われる。日本人にとって水は自然に流れる姿が美しいのであり、圧縮したりねじ曲げたり、粘土のように造形する対象ではなかったのであろう。（［水の東西］より）
日本に噴水が発達しなかった理由――東西の水の姿に違いが生じたことについて述べなさい。

外面的事情、（1×2＝２点）

ア                            。

イ                            。
内面的事情、（２点）

                                      。

（３）（10点）

　子供ばかりではない。大人だって、実のところ似たようなものだ。サラリーマンの生活は平凡だ、と多くの人は言う。十年一日のごとく（１）変化というものがこれっぱかしもない、と言う。しかし、若い社員であれば係長に、係長なら課長に、それぞれに自ら変身している状態を、ときには思い浮かべているはずなのだ。現実にあるがままの自分以外の自我―それを想定し、ときにはその想定された自我に乗り移って幻想の世界をさまよう能力は、心理学でいう同一視の能力（２）というものであろう。その能力があればこそ、人は現実の自我を離れて、別世界をさまようことができるのである。

　仮面というものは、そうした同一化能力の結集した見事な創作物（３）と言うべきであろう。それはいわばインスタント変身の手段であり道具である。それ（４）を着用することによって、人の外貌のみならず、内面生活までもが変わってゆくことは、これまで見たとおりである。

　しかし、仮面という、形あるものだけが仮面なのではない（５）。人と人と出会うときには、心の仮面とでも言うべきものを必ずまとう。とすれば、我々のすべては、程度の差こそあれ演技者なのであろうか。そして、人生というのは演技なのであろうか。いや、生きる、ということそれ自身が、一つのドラマなのではないか。（［仮面の思想］より）

１．下線部（１）「～のごとく」の正しい用いている文を選びなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2×1＝2）
A彼は勉強に対しては人一倍努力のごとく勉強し続ける。

B彼は鉄砲の弾丸のごとくしゃべり続けた。

Cオシャレな金さんはお金がつきるのごとく買い物をしている。

D彼女の話すことは何一つのごとくためにならない。
２．下線部（２）「同一視の能力」とあるが、具体的に説明している箇所を書きない。（2×1＝2）
３．下線部（３）「同一化能力の結集した見事な創作物」とあるが、比喩表現を用いている箇所を書きなさい。（2×1＝2）
４．下線部（４）「それ」は何を指しているか。（2×1＝2）
５．下線部（５）「形あるものだけが仮面なのではない」とあるが、ほかにまたどんな仮面があるか。（2×1＝2）
（４）（10点）

①賢者は黙して語らない。書くことも話すこともせず、ひたすら②沈黙を守って世間の尊敬を受けている。壁に向かって九年間も沈黙を続けた達磨大師の③面壁九年は、さしずめ、その好例といっていい。黙っていれば、恥をかかずにすむ。
そうは思っても、そういう考えをここにこうして書いて、新しい恥の種をまくのが、人間の特に④凡夫の業というものなのだ。人間の業は、言葉を持って自分を表現しないではいられないというところにいる。それが社会的生物としての人間の本能なのだ。
　（[文章について]より）
1．①～④の漢字の読み方を（　　）に書き入れなさい。（1×4＝4）

①賢者　　　　　②沈黙　　　　③面壁　　　　④凡夫の業

２．文中に「その好例」とあるが、何の好例か。（2×1＝2）
３．文中の「そういう考え」は、どういう考えか。（2×1＝2）
４．文中の「それ」は何を指すか。　　（2×1＝2）

（５）（18点）
　どんな人間も常に世界にある期待を持って対している。ア　　世界に期待するか、その期待の大きさで人々の世界観は違ってくる。実際以上の期待を①抱くか、実際に見合った期待をaよせるか、それとも実際以下に期待をbよくせいするか、それによって理想主義、現実主義、悲観主義が分かるのである。だが、実際以上に期待すれば、期待を②裏切られる③苦痛からはまぬかれることができよう。日本人は後者を選ぶのである。この意味で日本人は極めてcおくびょうであり、ｄしょうしんであると言ってもよい。日本人は楽観的であるとともに悲観的であり、楽観が悲観の上に成り立っていると私がいったのはこの④故である。期するところを少なくすれば、苦痛はそれだけeけいげんされる。すべてに一応満足していられる。これが日本人の基本的な精神の⑤構えである。イ　　　、これをみごとに言い当てているのが、ほかならね「まあまあ」という日本語のあいまいな副詞なのだ。（［「まあまあ」にみる日本人の心］より）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
線を引いた①――⑤までの漢字の読み方を平仮名で書きなさい。

（1×5＝5点）
線を引いたa――eまでの平仮名を漢字に直しなさい。（1×5＝5点）

３．ア、イのところに適当な言葉を書き入れなさい。（２×２＝４点）

　　　
日本人の基本的な精神の構えについて、15字以内に述べなさい。

（４点）

（６）（10点）

若いときは、どの国の文学だろうと同じ人間の書くものに理解できぬことがあるかと、やみくもに読んだものだったが、こんなふうに彼我の感覚の違う点にむしろ関心が移ったのは、わたしも年をとり、違う風土に適応しにくくなってきたしるしかもしれなかった。だいたいがわたしは、インドでもメキシコでも、どこへ行ってもその国の食いもの、気候、習慣にすぐなじんでしまうほうだったのだが。

　しかし、とわたしはまた木陰で思った、そういう彼我の感覚の違いをすなおに認め合えるようになったときこそ、逆に彼我の人間としての共通性を正しく認めることができる（１）のであるまいか、と。「ツーリズムという病」がこれだけ浸透した今こそ、かえって互いの違いを自然なものとして認め合い、共通性を発見しやすくなったのかもしれない。（２）日本文化は日本人にしか理解できないなどという意見は、われわれには外国文化が理解できぬというに等しい愚劣な意見（３）である。普遍性を前提にしなければ特殊はありえないのだから。

　底抜けに青い空と、ギラギラする太陽の下で、わたしは自分が河童の血筋の者（４）であることを確認した。乾ききったはげしい夏の光（５）は、北方民族にとってこその「生気ある輝き」なのであって、わたしはその中ではしなびてゆくしかなった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（［河童の血筋］より）

１．下線部（１）「彼我の人間としての共通性を正しく認めることができる」とあるがそれはどのような場合か。 　　　　 （2×1＝2）
２．下線部（２）「互いの違いを自然なものとして認め合い、共通性を発見しやすくなったのかもしれない。」とあるがそれはなぜか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2×1＝2）
３．下線部（３）「愚劣な意見」とあるが具体的な箇所を書きなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2×1＝2）　

４．下線部（４）「河童の血筋の者」とはどういうことか。
                                              （2×1＝2）
５．下線部（５）「乾ききったはげしい夏の光」を本文中では比喩表現を用いて表現されている。その部分を抜書きしなさい。

（2×1＝2）
6

